
愛媛県MSW協会  

2024年度 定期総会・記念講演会報告書 
2024年 6月 

講演名 ： 大規模災害時におけるMSWの役割 

講    師 ：日本医療大学 総合福祉学部 ソーシャルワーク学科 

学科長 笹岡 眞弓先生 

 

 

 

開催日時：2024年 6月 1日（土）14：00～15：00 

場   所：フリースペースジョー・プラ（松山市朝生田町） 

参加者数： 42名（会場 25名・Zoom 17名） 

報告内容：2024年元旦、能登半島で地震が起き、3月の四国ブロック大会で日本医療ソーシャルワー

カー協会（以下、日本協会）の野口会長から被災地の支援状況を伺ったとき、理事一同、当協会として

他県で地震が起きた時何ができるのか、もし愛媛で地震が起きた時どうするかを考えていました。4月には

豊後水道を震源とする地震があり、会員から支援要請はありませんでしたが、今後に向けて備える必要性

を強く感じました。今年度の定期総会・記念講演会は、2011年 3月に起きた東日本大震災の際、日本

協会石巻災害支援チームの統括責任者として被災者支援に尽力された笹岡眞弓先生に「大規模災害

時の MSWの役割」についてご講義いただきました。日本協会では 2011年 4月 2日～2024年 3月 31

日の 12年間、宮城県石巻市を拠点に全国からたくさんの協会員が支援活動に参加され、日頃から保

健・医療・福祉等さまざまな職種と連携して支援している MSWが、災害時にもさまざまな職種と役割を分

担して活動することで、被災地で非常に役に立つ存在だと評価してくださっていた先生がおられたこと。災害

時、被災者を 4層として捉えると、発災前から支援が必要な人は災害時にも支援対象として優先される

が、発災前は支援不要だが災害により生活課題が表出し生活が困難となる「３層」が見落とされやすいこ

と。手続き支援からはじまる「生活の再構築への支援」に MSWが一役を担えるということを教えていただき

ました。また、災害時の混乱の中でも外部からの協力を受ける「受援力」を構築すること、平時から被災し

た際のことを想定した協働関係の構築、他者に任せられる仕事を確認しておくなど、支援・受援の摩擦を

意識し、平時からの訓練をしておく大切さを教えていただきました。今回の講演をきっかけに、当協会でも災

害時に備えて現状のガイドラインの見直しなど、今後みなさんからぜひご意見等いただければと思います。ご

参加いただきましたみなさま、ありがとうございました。               報告者：理事 平井美奈子 

お知らせ： 

記念講演会の後、定期総会が開催され、すべての議案が可決されました。事業計画に則り、今年度も愛

媛の MSW に最も身近な職能団体として、各部会さまざまな企画を用意しています。昨年度に引き続き、四

国ブロック内で開催する研修にも参加可能です。協会 HPや ML、LINEなどで情報発信していきますので、ご

確認ください。ご不明な点等ありましたら、各担当理事まで遠慮なくご相談ください。 

発行：愛媛県 MSW協会 理事会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年度 愛媛県 MSW協会 理事会 

新  名前 所属機関 担当部会 

 会長 松本 康治 愛媛医療センター  

 副会長 三好 貴史 道後温泉病院 広報部会（部会長兼務） 

 事務局長 井谷 健太 伊予病院 社会貢献活動部会（JRAT） 

 理事 平井 美奈子 愛媛大学医学部附属病院 研修部会 

 理事 松田 真由美 四国がんセンター 教育部会（部会長兼務） 

 理事 磯野 靖子 北条病院 社会貢献活動部会（部会長兼務） 

 理事 池田 聖 愛媛大学医学部附属病院 研修部会（部会長兼務） 

新 理事 中岡 安希子 松山赤十字病院 〇〇部会 

現在 3期 6年目の体制です。何かありましたら各理事までご相談ください。今年度もよろしくお願い致します。 

2024年度愛媛県MSW協会  

定期総会・記念講演会 
2024｡6.1.（SAT） 

総会では全ての議案が

可決・承認されました 

日本医療大学 笹岡眞弓先生に「大規模災害におけるMSW の役割」について 

ご講演いただきました！ 


